














　　Hachinohe is an area where earthquakes occur frequently. In order to study 
how to reduce the earthquake damages, detailed predictions of dynamic response 
of ground surfaces in earthquake with sufficient accuracy is indispensable. On the 
other hand, in Hachinohe area, a local geotehcnical information database, which has 
about 2500 data, has been developed by using Web-GIS system. In this study, we 
carried out the one-dimensional dynamic response analyses of ground surface based 
on the about 2500 geotechnical informations to grasp the dynamic ground response 
distribution in Hachinohe area. Furthermore, the suitabilities of the ground layer 
modeling and the decision method of numerical parameters were examined. As 
the results, we could create the distribution map, whose mesh is each 250m, of 
ground surface acceleration by earthquake. Moreover, we were able to understand 
the influence of the ground modeling and the parameter determination on the 
numerical result.
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年前から地盤情報 DB が構築されており 2），約
2500 地点の地盤情報が電子化され蓄積されて
いる．本研究では，八戸地域地盤情報 DB を用

























































報 DB に含まれている N 値を用いて以下の今
井らの式 5）によりせん断波速度 VS を推定する．
　沖積砂質土（AS）　VS = 80.6 N 
0.331　　  （４）
図 3  今津・福武の動的変形特性の平均値
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　動的変形特性 G/Gmax および等価減衰定数 
については，今津・福武らによる土質区分毎の





































歴を図 5 に示す．なお，KiK-net 八戸において
も，地表での実測データが得られているが八戸
地盤情報 DB 内には KiK-net 位置におけるボー
リングデータが存在しない．そのため，工学的
基盤の波形は震央からの距離に依存するため


























































2. で示した N 値を基本的なデータとして実験
式により求めたパラメータを用いた解析を行い
比較する．図 8 に解析に用いた 2 ケースの地盤
モデルとパラメータを示す．2 ケースの違いは，
図 4  平均的地盤モデルより推定した工学的基盤の深さ
図 5  入力地震波 (KiK-Net 八戸観測 N-S 成分 GL-150m)




































































































図 9  入射波　（八戸工業大学観測 N-S 成分 GL-20m）
















































索 サ イ ト Geo-Station （http://www. geo-
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要　旨
　八戸地域は，地震が多い地域であり，1968 年十勝沖地震を始めとして過去 50 年間
だけでも多くの地震被害を受けている．将来的に地震の被害を低減するための対策を
施すためには，精度良くかつ詳細な地震動の予測が不可欠である．一方，八戸地域では，
八戸地域地盤情報データベースが構築され，約 2500 地点の地盤情報が電子化され蓄
積されている．本研究では，八戸地域における地表面加速度分布を広域的かつ詳細に
把握するために，八戸地域地盤情報データベースに収録されている約 2500 本の地盤
情報を基に一次元地震応答解析を行った．また，その前提として，限られた情報を基
にした地盤のモデル化およびパラメータ決定方法について検討した．その結果，ある
程度の精度で予測した 250m メッシュにおける地表面加速度分布図を作成することが
できた．さらに，地盤のモデル化の部分とパラメータ決定の部分について，いくつか
の知見を得た． 
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